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■暖房中の室温をチェックしましょう！ 
北海道の家はとても暖かいと言われていますが、必要以上に 

室温を高く設定していませんか？  家庭の暖房温度を見直し、 

一枚重ね着をしたり、足もとを暖かくしてすごす、 

こんな冬の暮らしはどうでしょう。  

 

 

 

 

 

家庭の暖房設定温度を１度下げてみませんか？ 
  

 

 

 

 

暖房すると暖かい空気が部屋の上の方に溜まってしまいます。 

空調設備などを使って空気を循環させましょう。 

暖房機器のつけっ放しを控えましょう。普段あまり 

使用していない部屋や寝室の暖房を控えましょう。 

 
 
 

 
 
■お部屋も冬に備えて「衣がえ」してみませんか？ 
窓からの冷気を防ぐため、季節にあった厚手のカーテンや 

長めのカーテンを取り付けましょう。 

また、窓に断熱シートなどを貼ることにより、部屋の暖房効率 

を高めることができます。 

 

 

 

 
■融雪用機器を効率的に使用していますか？ 
運転方法によって、エネルギーの消費量は異なります。 

手動運転でこまめに調節しましょう。 

自動運転の場合でも、運転方法によって消費量は変わるので、 

積雪状況や、目的にあわせた運転を心がけましょう。 

                                

   

 

  
カーディガンを着ると ･＋２.２℃   

靴下をはくと ･････････＋０.６℃ 

ひざかけを使うと ･････＋２.５℃ →体感温度がアップします。※１

１日１時間暖房機器の使用を控える 

→１世帯あたり年間約１６リットルの灯油節約になります。※１ 

灯灯灯油油油等等等ををを節節節約約約すすするるる暮暮暮らららしししののの工工工夫夫夫   

家庭の暖房設定温度を１℃下げた場合 

→１世帯あたり年間約１００リットルの灯油節約になります。※２ 



 

 

給湯器 

(ボイラー) 

お風呂 
 

 

 

■給湯温度を低くしましょう！ 
給湯温度を高めに設定していませんか？ 
食器洗いなどに使用するお湯の温度を低くしてみましょう。 

 

 

 

 

 

つけ置き洗いやゴム手袋を活用することでより低い温度にする  

ことができます。 

台所での皿洗いや歯磨きのときに、お湯を出しっ放しにしない 

ように気をつけましょう。 

 

 

 

 
■お風呂を効率的に使いましょう！ 
お風呂はお湯が冷めないうちに連続して入浴しましょう。 

  

 

 

 

 

必ずフタをするようにしましょう。 

さらに保温シートなどを活用すると、お湯が冷めにくくなります。 

 

シャワーを流しっ放しにしていませんか？ 

髪や体を洗っているときにそのまま流しっ放しに 

しているお湯の量は、思っている以上に多いもの 

です。できるだけシャワーの時間を減らしましょう。 
     

 

 

 

 

 

北海道の関連ホームページ 

地球にやさしいライフスタイルを「省エネルギー」（経済部産業立地推進局資源エネルギー課） 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/sge/life/life.htm 

北海道ウォームビズ・プロジェクト（環境生活部環境局環境政策課） 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/kss/ondanka/top12_warmbiz.htm 

スローライフで減らすＣＯ２（環境生活部環境局環境政策課） 

http:// www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/kss/ondanka/top4_panf.htm 

 
 

 

  

 

北海道環境生活部生活局くらし安全課消費生活安全グループ 
札幌市中央区北３条西６丁目  TEL 011-204-5212  FAX 011-232-4820 
URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/ska/syouhi/toppage.htm 

 

 お湯が冷めないうちに連続して入浴する 

→１世帯あたり年間約４３リットルの灯油節約

になります。※１ 

シャワーの流しっ放しを１分間やめる

→１世帯あたり年間約１４リットルの

灯油節約になります。※１ 

※1 出典：(財)省エネルギーセンター 
※2 環境政策課推計 

 
 お湯の温度を２℃低く設定する 

→１世帯あたり年間約１０リットルの灯油節約になります。※１
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